








はじめに 

新生児黄疸に光線療法が施行されるようになり,成熟児の核黄疸生存例はほとんど見られ

なくなった。しかし,超未熟児や極小未熟児では,なおかつ,低ビリルビン値でも核黄疸を発

生していることを昨年度の研究で報告した。すなわち,昭和 47～59 年までの新生児剖検例

1018例中50例(4.9%)もの核黄疸の発生を見,そのうち20例は,臨床的に高ビリルビン血症

の診断すらつけられていなかった。特に,超未熟児,極小未熟児においては,最高ビリルビン

値が3.9㎎/dlという低値で核黄疸を生じた症例もあり,このことから超未熟児や極小未熟

児では,核黄疸の臨床診断,ひいてはその予防など,なおかつ困難な状態もあると痛感した。 


